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１．講座の実施状況 (平成 25年 4月～平成 26年 3月) 
（１）主催講座 （年間講座テーマ「社会参画」） 
男女の人権の尊重 

 
講座・講演会名 実施日 

定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

1 

【出前講座】 

人権教育勉強会（西宮市教育委員

会） 

「ＤＶ・デートＤＶ防止に向け

て」 

6月 24日 
16:00～17:30 15 12（6） 

生徒へのデートＤＶ防止啓発に向けての

市内幼、小、中、高の教職員及び教委職員に

よる事前の勉強会。 

講師：ＮＰＯ法人ウィメンズネット神戸 

 

【検討・改善 1】 
参加者の感想はおおむね良好であるが、各

学校への実施は、予算や現場の教師の業務調

整を伴うため未定である。 

2 
保育付き上映会 

ラストフライデイ・シネマ 

（３回） 

6月 28日 
9月 27日 
2月 28日 

10:00～12:00 

35 
35 
35 

33（9） 
47（3） 
32（2） 

人権、暴力、子どもをテーマとした映像作

品の鑑賞、参加者の交流を通して男女共同参

画社会実現の必要性を理解してもらう。 

上映作品 

「明日へのチケット」2005伊英 

「木洩れ日の家で」2007ポーランド 

「悲しみのミルク」2008ペルー 

 

【検討・改善 2】 
 社会問題を取り上げた、娯楽性の薄い作品

であったが、参加者は多かった。 

 所蔵の映像資料の活用により、ウェーブの

周知、利用者拡大、特に子育て世代などの効

果は得られるので継続していく。 

3 
離婚のルール 

後悔しない再出発のために 

（４回） 

9月 18日 
9月 26日 

10月 10日 
10月 17日 

10:00～12:00 

30 
30 
30 
30 

48（－） 
41（－） 
40（－） 
41（－） 

やむを得ず離婚に至った場合のダメージ

の軽減を目的に離婚時の心の整理、法律解

釈、調停制度等について学習し、離婚後の再

出発を支援する。 

講師：ここからサロン代表 中野冬美 

弁護士 西部智子 

まえむきＩＰＰＯ主宰 大森順子 

家庭問題情報センター 青木さち子 

 

【検討・改善 3】 
年々、離婚に関する講座は申込が増えてい

る。法律相談に行き着く前の人も多く、講座

受講後の情報提供や母子自立支援員との連

携にも努める。 

4 私のやる気を邪魔するモノゴト 

（２回） 

10月 22日 
10:00～12:00 
11月 2日 
14:00～16:00 

20 
20 

13（1） 
5（1） 

児童虐待とマタニティ・ハラスメントを切

り口に、女性の子育てと社会参画について学

習する。 

講師：３ｐｅａｃｅ＋代表 吉澤有香里 

働く女性の人権ｾﾝﾀｰ 小田みどり 

 

【検討・改善 4】 
2つのテーマを連続講座として広報したの

で内容が分かりにくくなり集客できなかっ

た。 

どちらのテーマも該当の世代は紙媒体で情

報を探さない、新聞も読まないのではないか

と考えられる。市のＨＰ、個人のフェイスブ

ック、ツイッターだけでは情報が拡散しなか

った。今日的で重要なテーマを扱ったが発信

方法の課題が残った。 
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5 

「女性に対する暴力をなくす運

動」週間記念事業 

ＤＶ家庭で育つということ 

暴力にさらされて生きる子ども

たち 

11月 30日 
14:00～16:00 40 38（1） 

ＤＶ被害者の女性、子どもと数多く接して

いる講師を迎え、特に子どもに関する社会全

体でのケアについて考える。 

講師：甲南女子大学教員 友田尋子 

 

【検討・改善 5】 
ＤＶの啓発講座はどのような層を対象に

するかで内容が変わるので難しい。ＤＶ事案

の当事者を念頭におかない一般向きの内容

では関心を集めることが難しいが工夫して

今後も啓発の機会を提供していく。 

6 女性のための語り合いグループ 

「私が元気になる」（６回連続） 

11月 14日 
～12月 19日 
13:00～15:00 

15 14（－） 
延人数 56 

女性が自身の問題を通してジェンダー問

題について考え、新しい生き方を模索する。 

講師：男女共同参画センター カウンセラー 

 

【検討・改善 6】 
ジェンダーの視点を持つことにより問題

が可視化され共有できた。ウェーブ側からテ

ーマを限定しなかったので参加者は語りた

いテーマが話しやすかったようだが話の内

容が拡散することが課題。参加者の語りの中

から、子育て・親からの虐待などのテーマが

求められていることがみえてきた。 

7 
【出前講座】 

上ヶ原中学校 

「ＤＶ・デートＤＶ防止出前講

座」 

12月 9日 
8:50～10:20 ― 225 

第２学年全員を対象に、若年層のデートＤ

Ｖについて考え、ＤＶ問題の予防、啓発を図

る。 

講師：ＮＰＯ法人ウィメンズネット神戸 

 

8 
【出前講座】 

西宮浜中学校 

「ＤＶ・デートＤＶ防止出前講

座」 

1月 28日 
13:35～15:20  87 

第３学年全員を対象に、若年層のデートＤ

Ｖについて考え、ＤＶ問題の予防、啓発を図

る。 

講師：ＮＰＯ法人ウィメンズネット神戸 

 

【検討・改善 7・8】 
市立中学校への講座の実施は今年度が初

めてである。モデルケース的に実施したが、

ＤＶ・デートＤＶ防止の授業を各学校の教育

カリキュラムの一環としてシステム化する

には教育委員会関係課との今後の調整が必

要である。できる範囲で続けていきたい。 

9 
【出前講座】 

西宮市立西宮東高等学校 

「男女共同参画社会について」 

1月 31日 
14:10～15:15  40 

同校人文・社会科学コース1年生を対象に

例年実施。若年のうちから自身を取り巻く社

会の諸問題に向ける目を養う。 

講師：男女共同参画センター情報ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

【検討・改善 9】 
学校は比較的、男女平等であるが、社会は

女性にとっても男性にとっても厳しい現実

があることを伝えた。 

 若年層への啓発は、教育現場の協力を得な

がら、継続していく。 

10 
女性のための こころが元気に

なる講座 

「自己尊重トレーニング入門」 

2月 10日 
2月 17日 
2月 24日 

10:00～12:00 

16 
14（－） 
延人数 41 

ありのままの自分を受け入れられず、生き

にくさを抱かえている女性が、ワークに取り

組むことで男女共同参画の考え方に気づき、

自分らしさに向き合うきっかけを作る。 
講師：フェミニストカウンセリング堺 

塩見美千子・佐藤恵子・横山道子・ 
杉本志津佳 

 
【検討・改善 10】 
募集は少人数だが、ワークショップ形式で

参加者同士や講師との交流をしっかり行え

るため満足度は高かった。 
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あらゆる分野での男女共同参画の推進 

 
講座・講演会名 実施日 

定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

11 
大人の「新しい社会科」 

そうだったのか！男女の格差 

(３回) 

5月 24日 
5月 30日 
6月 7日 

13:30～15:30 

20 
20 
20 

23（6） 
20（4） 
15（4） 

女性を取り巻く法律、制度の現状を知り、

問題意識を持ってもらう。 

講師：大阪国際大学教員 谷口真由美 

滋賀大学教員 山田和代 

全国女性ｼｪﾙﾀｰﾈｯﾄ事務局長 遠藤智子 

 

【検討・改善 11】 
政治・経済・法律の堅苦しい内容の講座で

あっても、講師によって興味深く話してもら

え、社会参画の第一歩となりえる。今後もタ

イトル等を工夫し、このテーマの講座を継続

していく。 

12 
男女共同参画週間記念講演会 

女の子の幸福論 

～これから必要な５つの条件～ 

6月 15日 
13:00～15:00 45 63（0） 

選択肢を自分の意思で選び取る力、家庭内

や社会の意思決定に参画する力を培う。 

講師：関西学院大学教員 大崎麻子 

 

【検討・改善 12】 
年齢層も幅広く参加者の満足度も高かっ

た。「男女共同参画週間の記念事業」として、

その意義がもっと市民に認知され多くの人

に参加してもらうよう工夫し啓発の機会を

提供していく。 

 

エンパワーメントの促進 

 
講座・講演会名 実施日 

定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

13 

30代、40代の女性応援講座 

1 年後のわたしは きっと笑って
る 

～子育てだけから一歩踏み出す

～ 
（３回） 

4月 17日 
4月 24日 
5月 8日 

10:00～12:00 

30 
30 
30 

33（－） 
27（－） 
16（－） 

再就職、何かを始めたい人向けに社会（仕

事）復帰を支援する。 
講師：神戸松蔭女子学院大学教員 土肥伊都子 

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ 草野麻里 

ﾊﾛｰﾜｰｸ西宮就職支援ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ 

 

【検討・改善 13】 
 メンタルな面で社会に一歩踏出すことに

葛藤がある層に対して、継続的にフォローで

きる体制が必要だと考える。再就職したい人

と、好きなことで活動したい人とではニーズ

が違うので、次回の講座では分けて実施した

い。 

14 
女性団体リーダー研修会 

「高齢者の健全なお金の管理に

ついて」 

9月 20日 
13:30～15:00 ― 37（－） 

地域社会で活動する女性（主に婦人会）を

対象に地域の課題解決に役立つ学習機会を

提供する。 

講師：日本ﾗｽﾄﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝﾅｰ 澤井昭寛 

 

【検討・改善 14】 
地域の指導的立場を担える女性の育成を

図るため同事業を継続していく。 

15 自分にちょうどいい 

小さな仕事塾（２回連続） 

11月 7日 
11月 14日 

13:00～16:00 
20 

18（－） 
延人数 36 

社会貢献しながら自己実現をめざす、身の

丈にあった起業を考察するワークショップ。 
講師：楽天堂･豆料理ｸﾗﾌﾞ代表 高島千晶 
 

【検討・改善 15】 
参加者は非常に熱心で、現状を話し合える

場をもてた。この関係をもう少し深めたいと

いう参加者の意見が多く 2月に集まりをもっ
た。起業につなげていけるようサポートして

いきたい。 
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仕事と家庭・地域生活の両立 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

16 転勤族の妻から転勤族の妻たちへ 6月 25日 
10:00～15:00 20 10（－） 

関西に転居してきた女性にウェーブの存

在を知ってもらい、子育てや生活の情報交換

を通して、ネットワーク作りを図る。 

講師：男女共同参画センター活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

｢転勤族の妻たち｣ 

 

【検討・改善 16】 
 ウェーブの活動推進グループ（市民）が公

開講座の講師を務める事業であり、市民参画

の推進においても意義がある。 

男性は職場、子どもは学校と居場所がある

のに対し、女性は孤立しがちであり、情報を

求めている。男女共同参画センターを知って

もらい利用してもらうために継続していき

たい。 

17 私の身体をとりもどす～夏のセル
フ・メンテナンス 

8月 3日 
13:30～16:00 20 12（－） 

健康管理とセルフケアについて学習し、女

性のワーク･ライフ･バランスに役立てる。 

講師：健康運動指導士 上山幸恵 

 

【検討・改善 17】 
平日の講座に参加できない、働いている女

性向けの講座を続けていきたい。男女共同参

画センターの利用が少ない層に参加を促す

事業は今後も続けたい。 

18 
場づくりの極意（男性編） 

自分のこだわりを活かす「場」を

作るには？（２回） 

2月 1日 
2月 9日 

13:30～15:30 
20 
20 

11（10） 
3（ 3） 

男性の地域における孤立は社会問題化し

ており、男性の職場以外での居場所について

考える。コミュニケーション術、地域参加に

ついて学習する。 

講師：NPO法人れんげ舎代表 長田英史 

臨床心理士 山口裕司 

 

【検討・改善 18】 
男性向けの広報は難しい。今回も通常の広

報以外にも様々なメディアに働きかけたが、

情報の提供は課題。連続講座の場合は次回に

も参加してもらえるようフォローが必要で

ある。 

19 
男の遠距離介護～ 

スタート前に知っておきたい知恵

とコツ 

3月 1日 
13:30～15:30 30 20（16） 

遠距離介護をテーマに、高齢社会の進行に

伴い増加する男性による介護の実践につい

て学習する。 

講師：NPO法人パオッコ理事長 太田差惠子 

 

【検討・改善 19】 
介護についてはなるべく仕事を辞めずに

行うことがワーク･ライフ･バランスのテー

マのひとつである。男性だけではなく、女性

からの要望もあった。継続的にこのテーマで

の講座もとりあげる必要がある。 
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（２） 共催事業 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

20 【兵庫労働局共催】 
学生向け求職登録会 

8月 7日 
13:00～15:30 ― 7 

ハローワークを活用した若年層への就職支

援。 
進行：ハローワーク西宮学卒ｼﾞｮﾌﾞｻﾎﾟｰﾀｰ 
 

21 
【兵庫県共催】 

お父さん応援講座 

ダンボール箱で「ダイナミックあ

そび」 

8月 24日 
10:00～12:00 20 

大人 9（9） 
子ども 

12（6） 

父親と子どものコミュニケーションの糸口

を見出し父親の子育てへの参画を促す。 

講師：ＮＰＯ法人ウィズネイチャーの森 

 

【検討・改善 21】 
10組限定で、すぐ定員に達した。子育ても

含めワーク･ライフ･バランスから、男女共同

参画社会について興味を持ってもらえる事業

企画を行いたい。子どもと男性保護者向けの

講座は続けていきたい。 

22 【兵庫労働局共催】 
職業訓練説明会（１） 

9月 3日 
14:00～16:30 ― 173 

 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

 

23 
【兵庫労働局共催】 

マザーズ就職セミナー 

「キャリアの扉を開くために」 

10月 25日 
10:00～12:00 30 17（－） 

子育て期から、再就職を目指す女性の就職

支援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

 

24 
【兵庫労働局共催】 

女性のための就職支援セミナー

（１） 

11月 1日 
11月 8日 

10:00～12:00 

20 
20 

31（－） 
18（－） 

 面接の受け方等、実践的マニュアルによる

就職支援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

 

25 
【兵庫労働局ほか共催】 

介護の仕事ガイダンス・介護就職

面接会 

11月 22日 
10:00～17:00 ― 102 

介護職への就職支援。 

参加企業12社 

 兵庫県、兵庫県社会福祉協議会、福祉人材

センターほか。 

 

26 
【兵庫労働局共催】 

女性のための就職支援セミナー

（２） 

1月 31日 
2月 7日 

10:00～12:00 

30 
16 

28（－） 
17（－） 

 面接の受け方等、実践的マニュアルによる

就職支援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

 

27 
【中央公民館との共催】 

託児ボランティア・一時保育サポ

ーター養成講座 

2月 5日 
9:30～12:00 40 24（1） 

主催講座等の開催時に、託児を担う市民ボ

ランティアの育成。 

講師：ＮＰＯ法人ＳＥＡＮ 遠矢家永子 

 

【検討・改善 27】 
託児制度を利用できる事業の体制を継続す

るため、また、保育ボランティアをすること

により社会参画につなげていきたい。今後も

継続していく。 

28 
【兵庫県共催】 

親子で学ぶ防災・減災シュミレー

ションと体験ゲーム 

自分を守る 家族を守る 

2月 15日 
10:00～12:00 30 

大人 9（0） 
子ども 

12（6） 

災害時の初動について検証し、親、子それ

ぞれが自分を守る意識の啓発を行う。 
講師：ＮＰＯ法人兵庫防災士会 
 
【検討・改善 28】 
本講座は兵庫県が作成した「地域版 母と

子の防災・減災ハンドブック」を普及させる

ことが目的の一つであり県内 32 箇所で実施
されている県主導の事業である。次年度以降、

県は予算措置しないことが決まっており、継

続実施は難しい。 

29 【兵庫労働局共催】 
職業訓練説明会（２） 

3月 3日 
14:00～16:30 ― 137 

 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

 



7 

30 
【兵庫労働局ほか共催】 

３市（西宮・宝塚・芦屋）合同 公

立保育所 臨時職員登録・相談会 

3月 24日 
14:00～16:00 ― 14 

 ３市合同での再就職を検討している潜在保

育士を対象とした登録会と相談会。 

登録者は西宮12名、宝塚8名、芦屋1名。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

 

 

（３）連携事業 

 講座・講演会名 日 時 
利用者数

（人） 
内容等 

31 しごとサポートウェーブにしきた 平成 25年 10月
開設 

来所者数 
11,130 

市と国との一体的実施事業として、協定に

よりハローワーク西宮のサテライトを設置。

主に女性の就労支援に係る相談事業、職業紹

介、就職支援セミナー等の共催事業を実施す

る。男性の利用も可。協定期間 3 年の後、以
降については協議する。 

32 若者サポートステーション 
（西宮北口サテライト） 

平成 25年 5月
から実施 
毎週月・木曜 
の午後 

相談件数 193 
相談枠 299 

常設本部は勤労会館。15～40歳の若年無業
者（ニート）の職業的自立支援を行う厚生労

働省委託事業。 
所管：西宮市勤労福祉課 
運営：特定非営利活動法人こうべユースネッ

ト 

33 学習支援事業 

平成 25年 8月
から実施 
毎週水・金曜の

夜間 

学習支援

1,084 
養育相談 33 
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 27 

主に中学３年生の高校進学を目指し、カウ

ンセリング、養育相談も行う。 
運営：特定非営利活動法人ブレーンヒューマ

ニティー 

 

（４）市民参画事業 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数(う

ち男性) 
内容等 

34 委託事業 
第 1４回いきいきフェスタ 

10月 12日～ 
10月 20日 ― 

24団体 
約 600名 
32企画 

男女共同参画センター活動推進グループ

有志等で構成する実行委員会方式により実

施。 
 各参加団体が男女共同参画に関するテー

マに沿った講座や展示発表を行う。 
 

35 

第７回ネットワーク委員会企画 
婦人公論編集長を招いて 
なぜ「婦人公論」には真相を語る

のか！？ 
～修羅場を乗り越える女たち～ 

3月 16日 
14：30～16：30 40 46（7） 

「婦人公論」は常に「時の人」が登場し

読みたくなる誌面となっている。その人

選・取材交渉・会話術等を含めた編集長の

極意、現代の女性像についても語ってもら

う。 
講師：雑誌「婦人公論」編集長 三木 哲

男 
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（５） 市民企画講座 

 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

36 人前で話せるワタシに！講師養
成講座（３回連続） 

9月 14日 
9月 21日 
9月 28日 

10:00～12:00 

15 
12（－） 
延人数 28 

 個性や能力を活かした多様な生き方のヒン

トを学習する。 

企画団体：ウーマンズハッピーライフ 

講師：松村裕美子ほか 

 

37  私のうつ 身内のうつ を聞き
合おう 

10月 6日 
13:30～15:30 30 24（11） 

「うつ」について、同様の立場の者が語り

合うことで無理の無い社会参画を模索する。 

企画団体：産後うつ・子育てがブルーなママ

の会 

講師：中野智恵ほか 

 

38 気づきのセミナー 
～支援者・介護者のために～ 

11月 16日 
9:30～12:30 10 10（1） 

介護者、支援者を対象に、心理学を取り入

れたセルフケアを考えるワークショップ。 

企画団体：くつろぎの家 らく 

講師：杉村満寿美 

 

39 親子で集まれ！在日外国人との
友好座談会！ 

1月 19日 
13:30～15:30 30 34（7） 

 多言語、多文化を知り、言葉や習慣、文化

の違いを乗り越えて生きる力を学習する。 

企画団体：多言語広場セルラス 

講師：サイ・シンファン 

 

  

【検討・改善35～38】 

市民による着眼点、市民ならではの企画の

斬新さ等を市政に活かす市民参画型の事業。 

企画、発案においては、団体のそれぞれの

個性が発揮された内容であった。 

 企画内容を講座の形にするまでの進行管理

ができないグループもあり市民参画の難しさ

を痛感した。 

市民グループが企画・運営をすることでグ

ループのスキルが上がり、また新たな集客も

あることから引き続き継続していく。 

 

   （６） 協働事業提案 

 講座・講演会名 日 時 
(定員) 

参加者数 
内容等 

40 

平成 25年度協働事業提案（男女共同

参画推進部門） 

 

提案応募数 １件 

採択数   ０件 

本事業は実施初年度からの応募数が減少している。（７→４→１） 

自立度の高い事業運営が求められる本助成金に見合う提案が少ない現状で

は、市民参画度が一つ前の段階である学習支援に着目した事業に立ち戻ること

を検討する必要があると考える。 

平成２６年度から本助成金は中断し、上記（5）の学習支援型市民参画事業（市

民企画講座）に軸足を移すことで、啓発事業を協働して行える市民団体の育成

を推進する。 
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２．広報・啓発活動の状況 

 
NO 広 報 媒 体 名 資料名・内容等 内容・規格 等 活動エリア等 

１ 西宮市政ニュース 
男女共同参画センタ－主催講座

等の開催について掲載 
― 市 内 

２ 西宮カルチャー・イベ

ント・カレンダー 
男女共同参画センタ－主催講座

等の開催について掲載 
― 市 内 

３ 一般新聞、コミュニテ

ィペーパー等 
男女共同参画センタ－主催講座

等の開催について掲載を依頼 
― 市 内 

４ インターネット 
事業開催ごとに随時、西宮市ホ

ームページに広報記事を掲載 
― ― 

５ 啓発用垂れ幕 
「男女共同参画週間 6/23～29」
啓発用垂れ幕 

500cm×70cm 1枚 
展示期間：6月 17日～7月 1日  

本庁舎正面玄関横に

設置 

６ 情報誌 

「WAVE PRESS」 
 Vol.16 

A3 両面 2折 5,000部 
 

市内及び近隣他市等

配布 

「ネットワーク委員会」 
市民公募によるＷＡＶＥ ＰＲ
ＥＳＳの編集グループ 

人数：5名、任期：2年 
 

― 

７ パネル展 
作品展示 

男女共同参画週間パネル展 
男女共同参画啓発パネルの掲

示 
展示期間：６月中旬～６月末 

男女共同参画センタ

ー 

女性に対する暴力をなくす運動

週間啓発パネル掲示 

DV 被害防止啓発パネルの掲
示 
展示期間：10月下旬 

女性に対する暴力をなくす運動

週間記念事業 

「こころを解放する」作品展 

ＤＶ被害者の作品展示。当事

者による「表現」から心情を

理解し、理解促進を図る。 
作品提供：ＤＶ被害者支援ネ

ットワーク近畿 
展示期間：11月 2日～11月 24日  
 

８ 街頭キャンペーン 
兵庫県警察に協力し、市内大規

模小売店舗出入り口で啓発物を

配布した。 

11月 12日 15：50～16：50 
啓発チラシ、DV防止カード等 
1,000組 

阪急西宮ガーデンズ 

９ 啓発誌 
ＤＶ（ドメスティック･バイオレ

ンス）・デート DV 
A5. 16ページ 5,000部 
 

市内及び近隣他市等

配布 

10 啓発カード 「ＤＶ防止連絡カード」 
名刺サイズ 5,000枚 
 

市内各所 

11 
関連図書・チラシ 
パンフレット展示 

西宮市女性チャレンジひろば 
再就職、起業に関するチラシ

等情報資料配架（常設） 
男女共同参画センタ

ー 
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３．男女共同参画センター利用統計 

 

○女性のための相談室 
相談件数（平成 25年 4月～平成 26年 3月末現在） 

区分  件数  内  訳 

電話相談 503 
生き方 こころ からだ 仕事 

夫婦 
関係 

親子 
家庭 

人間 
関係 

性・性的 
被害 

暮らし DV 
セク 
ハラ 

その他 

27 74 6 10 39 166 72 1 6 63 4 35 

面接相談 879 
生き方 こころ からだ 仕事 

夫婦 
関係 

親子 
家庭 

人間 
関係 

性・性的 
被害 

暮らし DV 
セク 
ハラ 

その他 

141 74 0 15 136 173 21 18 0 299 2 0 

法律相談 52 
慰謝料 

財産 
分与 

親権等 扶養 戸 籍 
金銭 
貸借 DV 

セク 
ハラ 

性 
被害 

その

他   

17 19 18 6 0 1 9 0 1 16   

※法律相談は相談内容が複数の内訳に該当する場合があるため、件数と内訳の合計が一致しないことがある。 
※「夫婦関係」のうちＤＶに関するものは「ＤＶ」で集計している。 
 

区   分 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

電話相談 件数 548 535 513 519 503 

面接相談 件数  
相談可能回数 

 543  
 735 

 602  
 750 

 852  
 1,225 

 832  
 1,220 

 879  
 1,015  

法律相談 件数  
相談可能回数 

 66  
 72 

 58  
 72 

 55  
 72 

 53  
 72 

 52  
 72 

 
 
○ 女性のためのチャレンジ相談 
相談件数（平成 25年 4月～平成 26年 3月末現在） 

内容等 実施日 
（相談可能件数） 

相談件数 
相談員 

再就職・起業・その他方面へ

のチャレンジを目ざす女性

を支援する。相談によって適

切な支援機関の紹介、希望職

種に必要なスキルの取得を

アドバイスする。 

第 2火曜日（市費） 

午前・2回 

第 3水曜日（県費） 

午後・3回 
（60） 

35 
キャリアカウンセラー 

中野冬美 



11 

○図書・資料コーナー 

図書（平成 25年 4月～平成 26年 3月末現在） 

累計登録者数 
（人） 

新規登録者数 
（人） 

貸出人数 
（人） 

貸出冊数 

図書 雑誌 ビデオ・ＤＶＤ 計 

2,977 
166 1,120 2,124 155 351 2,630 

月平均 93 177 13 29 219 

 
  蔵書数（平成 25年 4月～平成 26年 3月末現在） 

図書 雑誌 ビデオ・ＤＶＤ 計 

 5,369 冊 1,055 冊  281 本 6,705 

   
情報相談（平成 25年 4月～平成 26年 3月末現在） 

 ウェーブ 
利用案内 

資料の 
所蔵・所在 

特定の 
テーマ 

企画・人材 グループ・施設 その他 計 

件数 16 23 24 18 10 40 131 

 
○学習室 

 
年度別利用状況（過去 5年間） 

 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 

件数 4,149 4,621 4,777 4,947 4,708 

稼働率 64.2% 71.5% 73.7% 76.6% 72.9% 

 
・西宮市公共施設予約システム「まなびネットにしのみや」の稼動（Ｈ21年度～） 

 
月別利用状況（平成 25年 4月～平成 26年 3月末現在） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

件

数 400. 418 406 398 357 407 447 415 358 340 364 398 

稼

働

率 
74.1% 74.9% 75.2% 71.3% 64.0% 75.4% 80.1% 76.9% 71.0% 67.5% 72.2% 71.3% 
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４．活動・交流の支援 
西宮市男女共同参画センター活動推進グループ（平成 26年 9月 9日現在） 
登録グループ数 37グループ 

NO グループ 名 活 動 内 容 

1 
悠＆遊 ノート de パソコンサーク
ル 

ノートパソコンを持参し、操作、活用法を粘り強く学習することで、男女とも、中高年のテ

クノデバイドの解消をめざす。  

2 女・女西宮 女性差別の解消・女性問題の学習と行動。ビデオ上映会の開催。 

3 ガールスカウト西宮市協議会 

市内のガールスカウト運動の推進と発展の為に活動する。①団の育成並びにリーダーの養成

②市内各団体との連絡調整③ガールスカウト運動に関する啓発広報活動④未来を担う少女

たちの育成活動を支援。 

4 現代を問う会  
現代社会で起こる様々な問題を、社会的な視点から考え意見を交換する。男女が共通の基盤

で問題の解決をはかる。 

5 子育てネットワーク西宮 

「一人じゃないよ、楽しもう子育て」をモットーに西宮市内の子育て中の親が集まり、親子

遊び体験から親子の友達づくり、子育てサークル、地域サポーター、行政とのつながりを支

援している。 

6 ジャスミン 女性への暴力のない社会をつくるための学習会、講座の開催を行う。 

7 新日本婦人の会西宮支部 女性の地位向上のための学習活動。 

8 転勤族の妻たち 
「転勤族」という独特の生活スタイルの中で、孤立しがちな同じ悩みを抱える女性たちのネ

ットワーク作りを目的としている。 

9 西宮市地域婦人団体協議会 婦人の地位向上と地域社会の発展に資する。人権問題学習等。 

10 西宮女性ネットの会 女性に対する政策について学習、研究し活動する。 

11 西宮市連合婦人会 市内地区婦人会の連絡協調、進歩向上、社会の発展及び人権問題学習等。 

12 西宮母親大会連絡会  
”生命を生み出す母親は、生命を育て、生命を守ることをのぞみます”のスローガンのもと、
平和や教育、福祉、環境、子育てについて学習している。  

13 西宮ユネスコ協会 

｢世界遺産活動」と「世界寺子屋活動」を中心に平和をめざす運動を行う。発展途上国には

文字の読めない女性がまだまだ大きな比率を占めている。ユネスコではこの人たちの支援に

力を入れている。 

14 パンセ西宮  
女性の労働について調査・学習し、男女共生社会をめざす。 
人権を重視したワークライフバランスを目指す。 

15 婦人民主クラブ阪神支部 
女性の権利を守り、地位向上を図る。また、子どもと女性の幸せを守るために戦争をなくす

よう力をつくす。 

16 船出（Ｆｕｎａｄｅ） 男女共同参画の視点で子育て仕事、家庭について情報発信、エッセイ集、新聞の発行を行う。 

17 ベアテの会 
個人の尊厳を基本として、男女平等、平和主義などを学習し、市民に広く広報しつつ男女共

同参画社会をすすめる事を目的とする。 

18 木馬の会 

女性が手作りを通じ、社会参加・自己実現・経済的自立をめざす。ボランティア等の社会活

動への取り組み、仕事作りへの取り組み、女性のエンパワーメントとネットワーク作りへの

取り組み、自然災害基金などによる社会貢献。 

19 蓮華草 ドメスティック・バイオレンスに悩む女性たちの話し合いの会 

20 男楽会 

男性が、自分らしく楽に生きるきっかけ、地域に生きる新しい自分を探すヒントをつかむた

め、諸問題について自由に語り、楽しい仲間作りをする。毎月1回例会を行い、テーマその

他について語り合う。 

21 
西宮市男女共同参画センター ”

ウェーブ”登録グループ協議会 

登録グループ相互のつながりを広める。行政へ男女共同参画施策の充実をはかるよう提言し

行政と良いパートナーシップを築く。 
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NO グループ 名 活 動 内 容 

22 
「婦人民主クラブ」阪神読者会 

－たんぽぽの会－ 

「婦人民主新聞」を共に読んだり、お互いの仕事や生活の悩みを話し合う。反戦平和や女性、

子どもの権利向上のための学習会や地域活動なども行う。 

23 ＩＴＣ西宮クラブ 
女性が社会で活躍するために必要な基礎的な訓練を行うことを目的とする。リーダーシッ

プ、組織運営、特にスピーチの訓練等。 

24 ルミエール 
産後うつ・マタニティブルーの経験者の仲間作り・支えあい・情報交換を行う自助グループ

として、出産・育児・家庭運営における男女共同参画を考えていく。 

25 プニ・ポエ 
フラダンスを通して女性の社会参加、自己実現、地域活動への参加、ボランティアへの参加

を実行する。 

26 
しんぐるまざぁず・ふぉーらむ・

西宮 
母子家庭当事者のおしゃべり会。 

27 
3月行動をよびかける女たち・ひょ

うご 

 仕事やくらし・健康の悩みを話し合い、平和や女性・子どもの権利を守るための学習及び

地域への呼びかけを行い、会員の親睦をはかる。 

28 朗読シアター 凛々 朗読の勉強及び朗読劇の発表による女性のエンパワーメントの促進を図る。 

29 つなぐ 
男女共同参画社会の実現に向け、県の施策に協力して、情報収集・提供、（講座など）事業

の企画・運営を通じて普及啓発、グループ活動などの活動を推進する。 

30 絵がお 

絵本とのかかわりを深めたいと思っている人たちが、絵本の読み聞かせを通して子どもたち

が心豊かに成長していく手助けをするための活動をおこない、人権の尊重と人材の育成を目

指す。 

31 アットホームホスピス 

男性介護者を支援する活動を行う。 

家庭介護といえでの看取りを支援する活動を行う 

グリーフケアについて学習する。 

32 たまり場 
社会とつながりたい、サークル活動をしたい、もっとネットワークを広げたいというメンバ

ーが学習しています。30代･40代女性の情報交換の場。 

33 
特定非営利活動法人阪神パソコン

ネット 

障害者や高齢者に対して、生活支援及び社会参画促進に関する事業を行い、情報リテラシー

の向上促進、障害者・高齢者と地域住民との交流促進によって、みんなで支え合えるまちづ

くりの構築に寄与する。 

34 朗読の会・ＷＡ 
自分を知り、型にとらわれない、自分にあった朗読表現によってエンパワーメントを促進し、

男女共同参画社会の実現をめざす。 

35 
特定非営利活動法人one village 

one earth 

障がい者や発展途上国の生産者、主に女性の手仕事に正当な対価が支払われるフェアトレー

ドの推進、男女、障がいの区別なく生きられるフェアで豊かなコミュニティを作るための学

習・研究・啓発活動。 

36 ル・レーヴ 
男女共同参画社会を実現するためにイベントや講座等をプロデュースする人材を育成する。

学習内容は、イベントや講座を実施するために必要なスキルを相互に学ぶ。 

37 プレラかだるべ 
うつの当事者と支援者とうつの家族や友人を持つ人が一堂に会して、お互いの経験を聴き合

う。 
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５．平成26年度事業計画（概要） 

（１）主催講座 （年間講座テーマ「自己資源を活かす」） 

№ 基本的視点・ 

目的・趣旨 
講座(テーマ) 対象者 

予定 
回数 内 容 等 

1 

男女の人権の尊重 

「男女共同参画週間」 

6/23～6/29 
一般男女 １回 

男女共同参画週間記念事業 

「きわきわ」をめぐる少女マンガの行

方～社会の際（きわ）から見えるもの

～ 

6月27日（金）18：30～20：30 

講師：藤本由香里（明治大学国際日本

学部準教員） 

2 

保育付き上映会 

ラストフライデイ・シネ

マ 

一般男女 3回 

男女共同参画のテーマに則した作品

を上映、参加者の交流 

6月 27日「子供の情景」・9月 26日

「アルバート氏の人生」・2月27日「（未

定）」 

3 相談室企画講座 女性 2回 依存症等 

4 

「女性に対する暴力を

なくす運動」11/12～

11/25 

講演会 

一般男女 

関係機関従事者 
１回 子どもの貧困とＤＶ 

関連作品展も開催 

5 女性の人権 一般男女 1回 わかりやすい女性の人権 

11月予定 

6 
あらゆる分野での

男女共同参画の推

進 

法学セミナー 一般男女 3回 男女共同参画と法律との関連を知り、

法律や行動計画を日常生活に活かす。 

7 男女共同参画出前講座 一般男女 
3ヵ所 
程度 

市内中学、高校の生徒など若年層を対

象としたデートＤＶ問題の啓発 

8 

エンパワーメント

の促進 

メディアリテラシー講

座 
一般男女 1回 

自分の世界を広げる 

「まわし読み新聞」ワークショップ 

5月24日13：30～14：30 

講師：陸奥賢（コモンズ・デザイナー） 

9 活動推進グループによ

る啓発講座 
女性 1回 

ウェーブきらっと★カフェ① 

「がんばるママじゃいられない！」 

5月30日10：00～12：00 

講師：子育てネットワーク西宮・ルミ

エール（男女共同参画センター活動推

進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

10 メディアリテラシー講

座 
一般男女 1回 

ウェーブきらっと★カフェ② 

「まったり朝活～まわし読み新聞」 

6月12日10:00～12：00 

講師：男女共同参画センター情報ｱﾄﾞ

ﾊﾞｲｻﾞｰ 

11 ひとり親・高齢者支援講

座 
一般男女 1回 

シェアハウスの可能性 

～ひとり親、高齢者、そして誰もが支

えあって暮らすために 

7月10日14：00～16：00 

講師：葛西りさ（大阪市立大学都市研

究プラザ特別研究員） 

12 メディアリテラシー講

座 
子どもと保護者 1回 

ウェーブきらっと★カフェ④ 

子どもと大人の 

「まわし読み新聞」ワークショップ 

8月9日10：00～12：00 

講師：男女共同参画センター情報ｱﾄﾞ

ﾊﾞｲｻﾞｰ 

13 母子家庭支援講座 女性 未定 就労支援 
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14 

仕事と家庭・地域生

活の両立 

起業セミナー 女性 2回 

自分ができる仕事、社会貢献 

春から始めるソーシャル・ネットワー

キング・サービス 

4月17、24日14：00～16：00 

講師：横田久美子（東大阪異業種交流

グループロダン２１） 

15 活動推進グループによ

る啓発講座 
一般男女 1回 

ウェーブきらっと★カフェ③ 

転勤族の妻から転勤族の妻たちへ 

6月24日10:00～15:00 

講師：転勤族の妻たち（男女共同参画

センター活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

16 男性セミナー 

「こころの問題」 
男性のみ 未定 女性に比べ｢男女共同参画｣に関心が

薄い男性に対する啓発を図る。 

17 介護、ケア労働の話 一般男女 未定 高齢社会の進行により顕在化する医

療、介護の問題を検証する。 

（２）共催事業 

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 事業（テーマ） 対 象 者 予定 

回数 内 容 等 

18 仕事と家庭・地域生
活の両立 

一時保育サポーター 
養成講座 一般男女 １回 市の事業開催時、託児を担う市民ボラン

ティアを養成する。 

19 
エンパワーメント

の促進 
女性のための就職支援

セミナー 女性 5回 
兵庫労働局・ハローワーク西宮共催 

就職に関する女性のスキルアップを図

る。 

（３）連携事業 
№ 基本的視点・ 

目的・趣旨 事業（テーマ） 対 象 者 予定 
回数 内 容 等 

20 

エンパワーメント

の促進 

しごとサポート・ウェー

ブにしきた 
（ハローワーク西宮サ

テライト） 

主に女性 通年 

市と国との一体的実施事業として、ハロ

ーワークのサテライトを設置。主に女性

の就労支援に係る相談事業を実施する。 
所管：兵庫労働局・西宮市勤労福祉課 

21 
にしのみや若者サポー

トステーション 
（サテライト） 

若年無業者 

（15～40歳） 

通年 

週2回 

ニート等の若者の職業的自立支援 
所管：西宮市勤労福祉課 

22 学習支援事業 被保護世帯

の児童 

通年 

週2回 

被保護世帯児童への学習支援 

所管：西宮市厚生第２課 

（４）市民参画事業 

23 いきいきフェスタ 一般男女 20企画
程度 市民や市民グループによる実行委員会への委託事業 

24 ネットワーク委員会 一般男女 1回 ネットワーク委員会による企画講座 

25 一般男女 1回 「WAVEPRESS」vol.17を企画・発行 

（５）市民企画講座 

26 市民企画講座 一般男女 4講座 

男女共同参画社会実現をめざす内容の市民の企画による講座

の実施。外部講師の謝金の助成、会場の提供。 
●～プレママ・パパ集合！～母乳神話と産後プチうつ 
●女性の再チャレンジ☆再就職するためのママ活講座 
●本当に楽しい子育てをしよう！～子育ても教育もいろいろ

あっていい～ 
●国境、障がいをこえ、地域で生きる！～地域で生きること、

そこから見えてくること～ 
 

 


